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Gay surrogacy and the family without 
woman. 

 

ゲイ代理出産と女性のいない家族 

  

  

Interviewee 

 

Dr. Michael Nebeling Petersen 

  

  

Q. 研究者としてのバックグラウンド、専門分

野、関心領域を教えてください。 

ジェンダー研究の分野で博士号を取得

し、カルチュラルスタディーズとカルチ

ュラルコミュニケーションの分野で長い

間、仕事をしてきた。ジェンダー研究の

分野で教授の職についている。同性愛の

政治、文化、解放について、つまり「政

治的権利を巡っての文化政治(cultural  

politics of political rights)」に焦点を当てて

いる。 博士課程の研究中に、生殖補助医

療と渡航生殖に興味を持つようになっ

た。その理由は、この現象が、ゲイライ

ツと生殖補助医療のポリティクスが交わ

る主要な領域であるように見えたから。

自分はゲイだが、代理出産を依頼したこ

とはない。結婚して夫がいるものの、子

供を持つことや生殖補助医療を利用した

りすることには今まで全く興味がなかっ

た。 自分の関心は、子供のいる家族を持

つことが、文化的にこれほど重要である

と思われている中で、それが同性愛者の

文化や解放とどのように重なるかを理 

解すること。  

これまで生殖補助医療の分野で複数の

プロジェクトをやった。 1 つは、海外で

代理出産を依頼したデンマークのカップ

ルに焦点を当てて、国境を越えた代理出

産に関する研究を行った。 もう 1 つは、

凍結技術(cryotechnologies)であり、それが

文化的および政治的にどのように理解さ

れているかに焦点を当てた。  

3 つの研究を行ったが、その手法はいず

れも実証的研究。1 つは国際養子の研究で、

文化分析や言説分析を行い、2007 年に完

了した。 2013 年から 2015 年まで、国境

を越えた代理出産に関する大規模な民族

誌的研究を行った。この研究では、デン

マークとスウェーデンのメディア描写お

よび政治的言説について、インタビュー

と言説分析を行った。  

ヨーロッパ以外で代理出産サービスを

利用した、または利用しようとしている

約 20 組のデンマーク人カップルに各々2 

〜4 時間の詳細なインタビューを実施し

た。 大半はゲイの男性カップルだった。

オンラインの代理出産フォーラム（特に、

Facebook と Instagram）の参加者の相互

作用を 1 年以上観察し、オンラインの民

族誌を書き上げた。 オンライン上の交流

では、子供を育てる方法、代理母とつき

あう方法、してはならないこと、など 

のトピックが話し合われていた。  

Instagram を題材にビジュアルな民族誌

を完成させた。この研究では依頼親をフ

ォローし、彼らが代理出産で作った家族

をオンライン上でどのように描いている

かを観察した。  

過去の研究から収集したデータを使用

して、デンマークで IVF を受け、余剰受

精卵を保管している 12 人のデンマーク人

女性にインタビューし、 女性たちがどの

ように受精卵を理解しているかを明らか

にした。所有者がそれらをまるで生きも

ののように扱っている様子や、親族のよ

うな感覚を持っている様子について観察
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し、受精卵をめぐる意識について論文を

書いた。  

  

  

Q.  Gay surrogacy について考察したこれま

での研究について、教えてください。 

国境を越えた生殖をめぐる文化政治に

関して、重要なポイントが 2 つある。  

1)国境を越えた代理出産は、さまざまな

不平等の中で可能になっている。現存す

るさまざまな形態の不平等は、国境を越

えた代理出産と交差している。依頼者の

主観の中では、それは特権などでなく、

周縁化された経験だ。 依頼者は、亡命(in 

exile)や、生殖難民(reproductive refugees)な

どの言葉を使って自分たちの経験を説明

しようとする。 代理出産をめぐる世界の

法律が急速に変化していく中で、ゲイの

依頼者は、まるで世界中を駆け巡ってい

る狩人であるかのようだ。ゲイカップル

は、母親が存在しないので、自分たち家

族が受け入れられるために相当な努力を

しなければならない。  

2)特権がないというこの感覚は、ゲイ男

性に、不平等のもう一方の側である代理

母、卵子ドナー、および依頼者の関係、

および、それをどのように思い描くかに

ついて、倫理的権利を与える。 この関係

は不平等によって可能になっている。 代

理母よりも収入が大幅に少ない依頼者は

まずいない。インタビュー対象者のう

ち、白人ではない依頼者は 1 人だけいた

が、代理母はそうではなかった。  

ゲイカップルらが倫理的な複雑さにど

のように対応するか関心がある。彼ら

は、自分たちとはまったく異なる立場に

置かれた女性のサービスを利用している

ということを認識している。依頼者は貧

しい国に渡航し、そこから赤ん坊を連れ

て帰ってくる。これは植民地時代の構造

を反映している。 植民地主義者、人種差

別主義者、ミソジニー主義者である彼ら

が、貧しい女性がより良い生活を送るた

めに何が必要かを想像することで、自分

たちを納得させている。 依頼者は、国内

で必要なプロセスにアクセスできないた

め、インモバイルだと感じている。 しか

し、客観的に見ると、彼らは家族を作る

ために世界を横断しているので、ハイパ

ーモバイルだ。 いちばん重要なことは、

特権が欠如しているという感覚は間違い

だと知り、むしろ自分たちは特権を持っ

ている側なのだということに気づくこと

だ。  

主要な発見が得られたのは、子供を作

り、親族や家族を作ることの重要性を巡

って。それは、自分が研究を始めたとき

の主な関心事だった。 なぜ子供を持つた

めにそんなに多くのお金を払うのか？ デ

ンマークでは、生殖補助医療で一通りの

プロセスを試した後、代理出産は最後の

選択肢となる。 なぜそのような絶望と欲

求不満を経験するのか？子供を持つこと

は、政治的にも性的な意味でも、一人前

の市民になるための中心要素だと見なさ

れているように思われる。子供を持て

ば、プライベートな生活が完璧であると

見なされる。(不妊などではない限り)子供

がいない生活を納得するのは非常に難し

い。 ゲイの男性は長い間そういう状態に

置かれてきたが、現在は利用可能なオプ 

ションがある。  

  

  

Q.  研究対象者との信頼関係(ラポール)を築

くことができましたか?   
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カリフォルニアにあるエージェントで

インタビューを行っている間、信頼関係

を築くのに苦労した。それは、 自分が白

人の同性愛者であることに由来している 

と思う。  

  

   

Q.  代理出産は社会的に controversial な問

題です。代理出産を依頼するゲイカップル

は、倫理の問題についてどのように考えてい

ますか?  

倫理的な思考方法は、選択した目的地

によって明らかに異なっている。インド

やタイ、または米国で代理出産を選択す

る際に、さまざまなカップルが倫理的懸

念事項にどのように折り合いをつけるか

について論文を書いたことがある。代理

出産コミュニティの中には階層化があ

る。米国に行くことは、最も倫理的な選

択（「最良の」解決策）と見なされてい

る。 女性は適切にスクリーニングされて

いて、必ずしも「貧しい」とは限らない

と考えられている。 実際のところ、アメ

リカの代理母は、快適な生活を送るため

にお金が必要な下層階級の女性だ。 ゲイ

の依頼者は、「彼女の選択をジャッジする

私たちとは何者か」と聞く。 彼らはアメ

リカ人代理母を完全な人間、自分で選択

できる女性とイメージし、このイメージ

を使って自分たちの選択を正当化する。  

タイ人の代理母を依頼した 1 組のゲイカ

ップルと、インド人の代理母を使用した 

2 組のゲイカップルにインタビューし

た。彼らは、代理母は何もできない貧し

い女性であり、この稼いだお金は、最終

的に代理母の子供たちの世話をするのに

使われると考えていて、依頼者は「彼女

たちはこれ以上の良い仕事を見つけるこ

とはできないだろう」などと言って自分

を正当化するだろう。こうした外部要因

を動機づけとして語っていた。それは、

植民地主義者とミソジニー主義者による

フレーミングだ。 代理出産は、貧しい女

性にモビリティを与える手段として描か

れていた。彼らは、 女性たちには知識が

なく、選択肢がない。そして個性や感情

もない、だから知性が少ないと描いてい

た。 デリーのような大都市の高級ホテル

で代理母と会った後、依頼者は、「彼女が

デリーに来たのは初めてだ」などとコメ

ントをする。これらの例は、アメリカ人

の代理母のナラティブと自由意志のロジ

ックとは正反対のものだ。  

  

  

Q. Gay Dads にとって、母親、「母性」、母親

と子供の絆は、どのように理解されています

か?  

女性のいない家族を作ることは徹底的

に新しいこと。 子育てと女性らしさとい

う概念は、母性と強く結びついている。

ゲイカップルは、これまで誰もやったこ

とのない文化的な仕事(cultural work)をし

ていることになる。  

2013 年にプロジェクトを開始したとき、

たくさんのブログを読み、多くの新しい

言語が発明されているのがわかった。 ゲ

イ男性の両親へのインタビューから、

「母親」(mother)が文化的な概念である

ことを理解するようになった。ゲイカッ

プルの家族では、「母親」の存在は彼ら

の親としての正当性への脅威と見なされ

ている。代理出産で親になったゲイ男性

に「あなたの子供には母親がいますか？」

と尋ねた。すると彼らはいつも強くノー

と答えた。しかしそれから彼らは母性に
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ついての議論を始めた。 彼らは、子供に

は母親がいないことを断固として主張し

ていたので、これは幾分矛盾していた。  

デンマークでインタビューをしたゲイ 

カップルは、代理母のことを常に 

「Carrier」と呼んでいた。 彼らは「母

親」という言葉を使うことに反対した。

なぜなら、それは(母)親であることを自分

たち以外の人物に割り当てることになる

から。 家族という概念において、母親は 

1 人だけであり、これはその子供にとっ

て母親以外の重要な親族を否定すること

になる。  

ゲイの両親は、まともな家族として生

きるために母親の概念を根絶しなければ

ならないようだった。もし母親がいた

ら、ゲイの父親のための場所がない。 2 

人の父親を持つことが母親を持つよりも

優れている理由を正当化するために、言

語を使用していた。 そのようにして、家

父長制とミソジニーの枠組みが現れてい

た。  

  

  

Q. 新しい生殖技術は、LGBT/ゲイコミュニ

ティにとって朗報でしょうか?   子宮移植を

受けて子供を産みたいというゲイカップル

はいるでしょうか?  

女性の存在や役割を完全に取り除くこ

とができるのであれば、デンマークのゲ

イカップルたちは、新しい生殖テクノロ

ジーを利用するだろう。「市民として完全

になるためには子供を持たなければなら

ない」というのはデンマークの強固な文

化的構造である。したがって、子を持つ

ことは贅沢なことだとは思われず、強力

で具体的ニーズとなる。「完全」、 

「完璧」になるために、子供は必要不可

欠な要素と見なされる。 この考えが存在

し、アクセスの不平等がある限り、もっ

とラディカルな生殖補助医療を可能にす

るために最適な仕組みが出来上がる。ス

ウェーデンでの子宮移植研究に関する論

文を書いたことがある。通常、子を産め

ない娘のために子宮を提供するのは母親

だ。子宮移植や代理出産が想定される事

例についての言説分析を行なった。スウ

ェーデンは、代理出産は”悪い”ことだと

見なされている、北ヨーロッパではよく

ある国の一つ。代理出産は搾取的である

とフェミニストは強く主張している。代

理出産と比較すると、子宮移植は「道徳

的に正しい」、利他的な選択として理解さ

れる。子宮を提供する女性は家族だか

ら。 子宮移植は、国際養子縁組と代理出

産に対する優れた代替策だと見なされ 

ている。  

     

  

Q. 同性婚をして、その後、親になりたいと

願っている LGBT の人たちが望んでいるの

は、これまで異性愛カップルが営んできた

ような核家族と同じものでしょうか? それと

も違うものでしょうか?  

LGBTQ の人々は、異性カップルと同

じような核家族形態を望んでいるが、し

かし、同じになることは決してない。そ

こに研究心をそそられる。インタビュー

したすべてのゲイカップルは、異性カッ

プルのように遺伝的につながった家族を

望んでいたことは間違いない。 それは生

殖ヒエラルキーの最上位にあるものだ。 

なぜ彼らがレインボーファミリー（親子

関係が女性とのロマンチックな関係に結

びついていない）を選ばなかったのか尋
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ねたが、彼らはすべて「本当の家族」、

つまり遺伝的につながった、伝統的な異

性愛者の核家族の模倣を望んでいた。  

片方の親が遺伝性疾患を持っている可

能性がある場合を除いて、インタビュー

したすべてのゲイカップルは、どちらが

生物学的父親になるかを決定するために

長い議論を経ていた。 彼らは遺伝的家族

を作りたいと思っているが、現実には片

方の親だけしか遺伝的親にはなれない。

カップルは、想像上の他人（自分の親

族）に選択を「アウトソーシング」する

ことで、誰が父親になるかを選択するこ

とがある。 交互に遺伝的父親になる場合 

  

もある。交互に遺伝的父親になる予定だ

ったカップルにインタビューしたとこ

ろ、最初の子供の非遺伝的父親は、その

子供が、彼が愛するパートナーに似てい

ることを気に入っていたので、2 番目の

子どもを持つとき、彼は次に生まれてく

る子供が、その子に似ていることを、自

分が遺伝的父親になることよりも優先し

た。このプロセスには深い意味がある。

同様に、非遺伝的父親に似た卵子ドナー

を選ぶ人もいる。彼らは、それによって

つながりを作ろうとしていた。  

  

  

Q. 今進めているプロジェクト、今後やりたい

研究は?  

今は、生殖の研究をやめている。 凍結

保存した受精卵に関する研究を終了し、

別の研究に進もうとしている。今はこの

テーマに興味を持っていない。  

現在、デンマークのエイズの文化史に

取り組んでいる。 これは歴史的なアーカ

イブプロジェクトで、民族誌的研究では

ない。この作業は、ウイルスと伝播がデ

ンマークの文化にどのように影響したか 

に焦点を当てている。  

(2021 年 12 月)   
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